
　

災
害
時
に
は
、
医
療
機
能
が
制

約
さ
れ
る
中
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
傷
病
者
に
対
し
て
最
善
の
治
療

を
行
う
た
め
に
、
傷
病
者
の
重
症

度
や
、
緊
急
度
に
よ
っ
て
、
治
療

や
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る

こ
と
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
ほ
こ
と
て
法
で

実
施
し
ま
す
。

　

医
師
、
救
急
救
命
士
、
時
に
は

看
護
師
等
が
行
い
ま
す
。
傷
病
者

に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
（
負
傷

者
の
分
別
札
）
と
い
う
札
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
四
色
に
色
分

し
て
区
別
し
、
傷
病
者
の
右
手
首

に
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゴ

ム
バ
ン
ド
が
付
い
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、訓
練
を
通
し
て
ト
リ
ア
ー

ジ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
塩
原　

保
彦
）

部
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
各
町
会
の
防
災
訓
練

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
南
松
本
一
丁
目（
11
月
下
旬
頃
）

　

･
消
火
訓
練
等

●
南
松
本
二
丁
目（
10
月
3
日
土
）

　

･
高
層
ビ
ル
の
避
難
誘
導
訓
練

　

・
初
期
消
火
訓
練

●
芳
野
町
（
11
月
8
日
日
）

　

･
安
否
確
認

　

･
本
部
連
絡
体
制
訓
練

●
双
葉
町（
11
月
14
日
土
午
前
中
）

　

･
放
水
訓
練
等

　

･
安
否
確
認
等

●
双
葉
南
（
10
月
頃
）

　

･
安
否
確
認
訓
練
等

●
双
葉
西
（
11
月
1
日
日
）

　

･
安
否
確
認
等

　

･
初
期
消
火
訓
練
等

●
宮
田
東
（
10
月
12
日
月
）

　

･
応
急
搬
送
訓
練
等

●
宮
田
中
（
日
時
は
未
定
）

　

･
防
災
の
講
演

●
宮
田
西
（
日
時
は
未
定
）

　

･
応
急
処
置
訓
練

　

平
成
十
八
年
六
月
、
松
本
市
長

よ
り
災
害
時
に
備
え
た
「
自
主
防

災
組
織
」
の
結
成
に
つ
い
て
町
会

長
に
依
頼
が
あ
り
、
町
会
に
防
災

災
害
時
に
は
ト
リ
ア
ー
ジ
（
負

傷
者
の
区
別
）
に
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

手
を
握
れ
る
か（
従
命
反
応
）

　

第
三
十
六
回
松
本
市
総
合
防
災
訓
練
が
、
震
度
七
の
直
下
型
地
震
を

想
定
し
て
九
月
六
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
南
地
区
の
住
民
は
、
信
明
中
学
校
で
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
参
加
者
を
模
擬
患
者
と
し
、
実
際
に
ト
リ
ア
ー

ジ
の
訓
練
、
応
急
処
置
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

自
主
防
災
組
織

医
療
救
護
所
開
設
訓
練

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は

誰
が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
か

ト
リ
ア
ー
ジ
の
判
断
基
準

ほ
こ
と
て
法
（
S
T
A
R
T
法
）

治
療
の
適
応
な
し

死
亡
し
て
い
た
り
、
救
命
の

見
込
み
が
な
い
人

黒
歩
行
で
き
る
か
（
歩
行
可
能

は
緑
タ
グ
）

ほ
緊
急
治
療
を
行
え
ば
助
か
り

そ
う
な
人

赤
呼
吸
し
て
い
る
か
（
気
道
開

通
の
有
無
）

こ
治
療
の
必
要
性
は
あ
る
が
待

機
可
能
な
人

黄
橈
骨
（
手
首
）
動
脈
は
触
れ

る
か
（
循
環
の
サ
イ
ン
）

と
入
院
治
療
の
必
要
が
な
い
人

緑て

トリアージ訓練

と
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わ
が
ま
ち
の
お
宝

〈
宮
田
東
町
会
〉

 　

宮
田
西
公

民
館
の
手
芸

ク
ラ
ブ
で
、

水
引
手
芸
を

教
え
て
い
る

水
越
正
さ
ん

を
お
訪
ね
し

ま
し
た
。
富
士
電
機
を
定
年
退
職

さ
れ
て
か
ら
、
老
後
の
趣
味
に
と

最
初
に
松
本
て
ま
り
を

二
年
程
作
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
か
ら
十
八
年

位
前
に
、
飯
田
地
方
へ

の
バ
ス
旅
行
の
途
中
、

水
引
工
房
見
学
で
、
素

晴
ら
し
い
作
品
に
魅
せ

ら
れ
、
感
動
の
出
会
い

と
な
り
ま
し
た
。
職
人

さ
ん
の
実
演
を
見
て
、

水
引
の
紐
で
色
々
な
物

が
作
れ
る
面
白
さ
に
自

分
で
作
っ
て
み
た
く
な

り
始
め
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

初
め
は
本
を
見
て
作

り
、
わ
か
ら
な
い
時
は

飯
田
の
水
引
問
屋
さ
ん

の
プ
ロ
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
最
初
の
頃
は
月
に
一
度

は
通
っ
た
と
の
こ
と
で
す
）
一

本
の
水
引
の
長
さ
約
九
十
セ
ン

チ
、
直
径
一
ミ
リ
で
、
二
百
種
類

ほ
ど
の
色
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
結

ぶ
」「
編
む
」「
張
る
」
の
三
つ

の
技
法
を
使
っ
て
作
品
を
仕
上

げ
ま
す
。
花
や
ブ
ロ
ー
チ
等
の

　

…
お
宝
、

宮
田
東
町

会
に
は
無

い
よ
…
と

口
癖
の
よ

う
に
言
っ
て
き
た
私
。
そ
ん
な
時
、

あ
る
人
が
「
お
宝
」
は
物
だ
け
で

は
な
い
よ
。
少
し
見
方
を
変
え
て

み
た
ら
…
と
助
言
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
一
言
で
町
会
の
古
く
を

知
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
昨

今
、
町
会
の
歴
史
を
知
る
方
こ
そ

我
が
町
の
お
宝
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
、
当
町
会
の
町
会

長
を
永
く
務
め
て
こ
ら
れ
た
、
わ

が
ま
ち
の
お
宝
、
河
村
明
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
時
期
、
昭
和

二
十
二
年
十
月
、
主
に
松
本
郷

開
拓
団
員
家
族
、
台
湾
ほ
か
海

外
よ
り
の
引
揚
者
を
対
象
に
、

松
本
市
が
旧
宮
田
製
作
所
の
一

部
独
身
寮
を
借
り
受
け
一
棟
に

二
十
部
屋
、
そ
れ
が
四
棟
、
計

八
十
世
帯
が
入
居
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
鎌
田
地
区
、
宮
田
東

町
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
は
大
字
出
川
町
何
番
地
、

大
字
野
溝
尻
何
番
地
と
分
か
れ
、

ま
た
、
郵
便
物
の
配
布
物
も
松

本
郵
便
局
と
村
井
郵
便
局
と
に

　
唇
に
歌
を
♪
、
風
呂
場
で
、
ト
イ

レ
で
、
酒
場
で
…
歌
は
発
声
す
る
こ

と
で
活
力
が
増
し
、
毎
日
が
明
る
く

楽
し
く
元
気
の
源
に
な
り
ま
す
。

　

祖
父
母
参
観
で
聞
く
快
活
な
園

児
の
歌
声
、
プ
ロ
歌
手
の
リ
サ
イ

タ
ル
で
聞
く
円
熟
の
美
声
、
私
達

仲
間
の
サ
ー
ク
ル
月
例
会
の
熱
唱

な
ど
、
様
々
な
場
所
で
様
々
な
歌

が
歌
わ
れ
、
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
別
で
見

る
と
「
唱
歌
・
童
謡
」「
バ
ラ
ー

ド
」「
民
謡
」「
演
歌
」
な
ど
で
す

が
、
私
は
「
唱
歌
・
童
謡
」
に
大

き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
皆
が
知
っ
て
い
る
「
故
郷
」

は
、
い
に
し
え
の
人
の
時
代
か
ら

の
美
し
い
日
本
の
心
、
つ
ま
り
、

大●

●

●

●

●

和
こ
と
ば
が
使
わ
れ
、
歌
唱
す

る
度
に
日
本
の
原
風
景
が
浮
か

び
、
大
変
好
き
な
歌
で
す
。
歌
手

の
安
田
祥
子
姉
妹
の
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
な
歌
唱
は
、絶
賛
に
値
し
ま
す
。

「
音
程
」「
表
現
力
」「
こ
ぶ
し
」「
ビ

ブ
ラ
ー
ト
」「
リ
ズ
ム
」
な
ど
を

研
究
し
、
何
度
も
歌
い
聞
く
こ
と

が
上
達
の
近
道
で
す
。

　

歌
は
、
嗜
好
の
世
界
の
一
部
で

す
。
日
進
月
歩
、
少
子
高
齢
化
の

進
む
日
本
、
日
々
唇
に
歌
を
♪
、

心
に
青
春
の
風
を
…
是
非
一
日
で

も
永
く
楽
し
む
人
生
を
過
ご
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
林　

智
博
）

コ
ラ
ム
松
南

ひと 水越 正さん

道
路
を
挟
み
配
達
の
区
域
が
違
い

ま
し
た
。
当
時
の
町
会
の
近
隣
区

域
内
に
は
、
競
輪
場
、
黒
部
第
四

発
電
所
の
建
設
資
材
置
き
場
、
塚

田
木
工
、
河
合
楽
器
、
松
本
家
畜

市
場
、
島
藤
建
設
製
材
所
等
の
会

社
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
家
畜
市

場
の
競
り
市
が
立
つ
日
は
町
会
の

皆
さ
ん
は
喜
ん
で
参
加
見
学
を
し

て
祝
い
酒
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
お
祭
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
時
は
四
柱
神
社
、
多
賀
神
社
の

お
祭
り
に
町
会
あ
げ
て
、
〆
縄

を
飾
り
盛
大
な
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
国
道
十
九
号
の
開
通

に
伴
い
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

大
型
菓
子
店
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
会
社
の
支
店
、
自
動
車
展
示

販
売
会
社
、
等
が
国
道
沿
い
に
で

き
ま
し
た
。
長
野
県
教
育
セ
ン

タ
ー
も
広
大
な
敷
地
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

宮
田
東
町
会
の
も
う
一
つ
の

「
お
宝
」
は
、
松
本
市
の
新
し
い

住
居
表
示
に
伴
い
、
宮
田
一
番
一

号
か
ら
始
ま
る
町
会
で
す
。
宮
田

中
・
宮
田
西
、
三
町
会
の
基
点
の

あ
る
町
会
で
す
。
町
会
が
で
き
て

六
十
八
年
を
迎
え
、
町
会
設
立
当

時
の
古
い
歴
史
を
少
し
で
も
後
世

に
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

河
村
さ
ん
に
は
貴
重
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
お
元
気
で
長
生
き

を
さ
れ
て
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
金
子　

幸
治
）

小
物
は
比
較
的
簡
単
に
作
れ
ま

す
が
、
七・
八
十
本
を
使
う
家
紋

な
ど
は
、
根
気
の
い
る
仕
事
で

す
。
し
か
し
、
一
点
仕
上
が
る

毎
に
上
達
す
る
こ
と
が
嬉
し
く

て
、
夢
中
で
作
っ
て
き
た
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
作
っ

た
作
品
の
数
々
を
箱
の
中
か
ら

出
し
て
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
徳
川
家
・
水
戸
家
の
家
紋

か
ら
阿
弥
陀
様
の
お
姿
や
、
県

や
市
の
紋
章
ま
で
素
晴
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。　

福
祉
ひ

ろ
ば
の
講

師
を
頼
ま

れ
た
こ
と

も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

町
会
の
手
芸
ク
ラ
ブ
で
教
え
ら

れ
た
ブ
ロ
ー
チ
や
盆
栽
、
花
な

ど
は
、
毎
年
町
会
の
文
化
祭
に

展
示
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
眼
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
人
気
の
高

い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
こ
の
他
に

も
根
付
け
を
沢
山
作
り
、
町
会

の
行
事
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景

品
に
付
け
た
り
、
西
友
会
の
旅

行
の
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
体
調
を
崩
さ
れ
、
ク
ラ

ブ
も
休
会
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
一
刻
も
早
く
お
元
気
に
な
ら

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
い
と
ま

し
ま
し
た
。

（
高
橋　

愛
子
）

松 本 市 公 民 館 報2015（平成 27）年9月30日（水） 第57号④【松南版】


